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(57)【要約】
　ゴルフトレーニング補助器具及びゴルフトレーニング
方法を提供する。ゴルフトレーニング補助器具は、支持
体、第一ハウジング及び第二ハウジングを具備する本体
部と、基礎部と、 高い位置の標的と、を備える。ゴル
フトレーニング方法は、第一ハウジング及び第二ハウジ
ングを具備する本体部と、基礎部と、 高い位置の標的
と、を備えるゴルフトレーニング補助器具を提供する工
程と、第一ハウジングに取り付けられた2つの直立ポス
ト及び第二ハウジングに取り付けられた2つの直立ポス
トの拡張可能セクション間にロッカーアームを配置する
工程と、拡張可能セクション間に配置されたロッカーア
ームを摺動及び回転させて、ロッカーアームを配向させ
る工程と、第一ハウジングに取り付けられた2つの直立
ポスト及び第二ハウジングに取り付けられた2つの直立
ポスト上にキャップを配置する工程と、ロッカーアーム
に高い位置の標的を取り付ける工程と、高い位置の標的
におけるゴルフボールを打つ工程と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体、第一ハウジング及び第二ハウジングを具備する本体部と、
　基礎部と、
　高い位置の標的と、を備える、ゴルフトレーニング補助器具。
【請求項２】
　前記支持体は、少なくとも4つの直立ポストを備え、
　前記直立ポストの各々は、拡張可能セクション及び固定セクションを備える、
請求項1に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項３】
　前記少なくとも4つの直立ポストのうちの少なくとも2つは、前記第一ハウジングに取り
付けられ、
　前記少なくとも4つの直立ポストのうちの少なくとも2つは、前記第二ハウジングに取り
付けられる、
請求項2に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項４】
　前記第一ハウジングに取り付けられた前記2つの直立ポストと、前記第二ハウジングに
取り付けられた前記2つの直立ポストとの間に配置されたロッカーアームを更に備える、
請求項3に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項５】
　前記高い位置の標的は、前記ロッカーアームに取り付けられる、
請求項4に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項６】
　前記高い位置の標的は、傘、固定されたネットを備える円形開口部、柔らかい標的、ス
コアリング及びそれらの組み合わせからなる群より選択される、
請求項5に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項７】
　前記ロッカーアームは、前記第一ハウジングの前記2つの直立ポストと前記第二ハウジ
ングの前記2つの直立ポストとの間で摺動可能及び回動可能である、
請求項4に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項８】
　前記第一ハウジングの前記2つの直立ポスト上に配置される第一キャップと、
　前記第二ハウジングの前記2つの直立ポスト上に配置される第二キャップと、を更に備
える、
請求項4に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項９】
　前記第一キャップは、圧力を前記第一ハウジングに取り付けられた前記2つの直立ポス
トに加え、
　前記第二キャップは、圧力を前記第二ハウジングに取り付けられた前記2つの直立ポス
トに加えて、ロッカーアームの位置が維持される、
請求項8に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項１０】
　前記第一ハウジングは、前記第二ハウジングと分離可能である、
請求項3に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項１１】
　前記高い位置の標的は、前記第一ハウジング及び前記第二ハウジングに取り付けられた
ネットを備える、
請求項10に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項１２】
　前記ネットは、前記第一ハウジング及び前記第二ハウジング内に収納される格納式ネッ
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トを備える、
請求項11に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項１３】
　前記格納式ネットの露出部は、ゴルフボールを打つためのバリアを提供する、
請求項12に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項１４】
　前記第一ハウジングに取り付けられた前記2つの直立ポストの拡張可能セクションは、
第一基礎部に固定され、
　前記第二ハウジングに取り付けられた2つの直立ポストの拡張可能セクションは、第二
基礎部に固定される、
請求項10に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項１５】
　前記第一基礎部から前記第二基礎部の距離は、露出する格納式ネットの量に対応する、
請求項14に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項１６】
　前記基礎部は、三脚及びステークからなる群より選択される、
請求項1に記載のゴルフトレーニング補助器具。
【請求項１７】
　　2つの直立ポストが取り付けられた第一ハウジング及び2つの直立ポストが取り付けら
れた第二ハウジングを具備する本体部と、
　　基礎部と、
　　高い位置の標的と、
　を備える、ゴルフトレーニング補助器具を提供する工程と、
　前記基礎部と共に前記本体部を支持する工程と、
　前記第一ハウジングに取り付けられた前記2つの直立ポスト及び前記第二ハウジングに
取り付けられた前記2つの直立ポストの拡張可能セクション間にロッカーアームを配置す
る工程と、
　前記拡張可能セクション間に配置された前記ロッカーアームを摺動及び回転させて、ロ
ッカーアームを配向させる工程と、
　前記第一ハウジングに取り付けられた前記2つの直立ポスト及び前記第二ハウジングに
取り付けられた前記2つの直立ポスト上にキャップを配置する工程と、
　前記ロッカーアームに前記高い位置の標的を取り付ける工程と、
　前記高い位置の標的におけるゴルフボールを打つ工程と、
を有する、ゴルフトレーニング方法。
【請求項１８】
　前記拡張可能セクション拡張して、前記ロッカーアームに取り付けられた前記高い位置
の標的の高さを上げる工程を更に有する、
請求項17に記載のゴルフトレーニング方法。
【請求項１９】
　　2つの直立ポストが取り付けられた第一ハウジング及び2つの直立ポストが取り付けら
れた第二ハウジングを具備する本体部と、
　　基礎部と、
　　前記第一ハウジングと前記第二ハウジングとの間に延在している格納式ネットと、
　を備えるゴルフトレーニング補助器具を提供する工程と、
　表面に前記基礎部を固定する工程と、前記第一ハウジングと前記第二ハウジングを分離
して、その間に延在している前記格納式ネットの一部のを露出させる工程と、
　前記基礎部と共に前記第一ハウジング及び前記第二ハウジングを支持して前記格納式ネ
ットの前記露出部を維持する工程と、
　前記格納式ネット上又は下でゴルフボールを打つ工程と、を有し、
　前記基礎部は、前記第一ハウジング及び前記第二ハウジングを別々に支持するための2
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つのステークを備える、
ゴルフトレーニング方法。
【請求項２０】
　前記第一ハウジングに取り付けられた前記2つの直立ポスト及び前記第二ハウジングに
取り付けられた前記2つの直立ポストの拡張可能セクションを拡張又は格納することによ
って前記格納式ネットの高さを調節する工程を更に有する、
請求項19に記載のゴルフトレーニング方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
発明の分野
　本発明は、トレーニング補助器具及びトレーニング方法に関する。特に、本発明は、調
節可能なゴルフトレーニング補助器具及びゴルフトレーニング方法に関する。
【０００２】
発明の背景
　ゴルフは、様々なレベルの難易度を伴う普及したレクリエーションスポーツである。ゴ
ルフのラウンドの間、プレーヤーは、自身の調節やショットの厳密な位置を必要とする多
種多様な障害に直面し得る。様々な障害に対応するために、いかなる技術レベルにあるゴ
ルファーであっても、多くの場合、練習を必要とする。
【０００３】
　多種多様なトレーニングデバイスは、打ち込むことに、パットをすることに及び/又は
ゴルフスイングの機構に、焦点を当てている。しかしながら、ゴルファーは、ボールの距
離及び方向に加えて、ロフトも制御しなければならない。様々なクラブ角度によって様々
なロフトが提供されるが、様々な障害を回避するために、距離とロフトを正しく組み合わ
せる調節がゴルファーに要求され得る。
【０００４】
　現在利用可能なデバイスの１つは、地面に設置された標的を備えるものである。この標
的は、多くの場合、大きくて、調節性を欠いており、障害をシミュレーションすることが
できず、ロフト障害を提供することができない。他のデバイスは、ナーフボール又はホイ
ッフルゴルフボールと共に使用する、壁に係止された標的を備えるものである。この標的
は、壁を必要とし、ショットの力が反映されず、本物のゴルフボールと適合しない。
【０００５】
　デバイス及び/又はトレーニングプロセスに改良が施されたトレーニング補助器具が、
従来技術において望まれていた。
【０００６】
発明の概要
　一実施形態として、ゴルフトレーニング補助器具は、支持体、第一ハウジング及び第二
ハウジングを具備する本体部と、基礎部と、高い位置の標的と、を備える。
【０００７】
　別の実施形態において、ゴルフトレーニング方法は、2つの直立ポストが取り付けられ
た第一ハウジング及び2つの直立ポストが取り付けられた第二ハウジングを具備する本体
部と、基礎部と、高い位置の標的と、を備えるゴルフトレーニング補助器具を提供する工
程と、基礎部と共に本体部をサポートする工程と、第一ハウジングに取り付けられた2つ
の直立ポスト及び第二ハウジングに取り付けられた2つの直立ポストの拡張可能セクショ
ン間にロッカーアームを配置する工程と、拡張可能セクション間に配置されたロッカーア
ームを摺動及び回転させて、ロッカーアームを配向させる工程と、第一ハウジングに取り
付けられた2つの直立ポスト及び第二ハウジングに取り付けられた2つの直立ポスト上にキ
ャップを配置する工程と、ロッカーアームに高い位置の標的を取り付ける工程と、高い位
置の標的におけるゴルフボールを打つ工程と、を有する。
【０００８】
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　別の実施形態において、ゴルフトレーニング方法は、2つの直立ポストが取り付けられ
た第一ハウジング及び2つの直立ポストが取り付けられた第二ハウジングを具備する本体
部と、基礎部と、第一ハウジングと第二ハウジングとの間に延在している格納式ネットと
、を備えるゴルフトレーニング補助器具を提供する工程と、 表面に基礎部を固定する工
程と、第一ハウジングと第二ハウジングを分離して、その間に延在している格納式ネット
の一部を露出させる工程と、基礎部と共に第一ハウジング及び第二ハウジングを支持して
格納式ネットの露出部を維持する工程と、格納式ネット上又は下のゴルフボールを打つ工
程と、を有する。基礎部は、第一ハウジング及び第二ハウジングを別々に支持するための
2つのステークを備える。
【０００９】
　本願明細書に記載されている実施形態のある種の利点は、ゴルフトレーニング、チップ
ショット及び/又は技術ゲームのための構造を提供することである。
【００１０】
　他の利点は、高さ及び幅が調節可能なゴルフトレーニング補助器具を提供することであ
る。
【００１１】
　更なる利点は、高可搬性及び複数の交換可能な標的を備えることである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図1は、本開示の一実施形態による、トレーニング補助器具の分解図である。
【００１３】
【図２】図2は、図1のトレーニング補助器具の本体部の側面図である。
【００１４】
【図３】図3は、本開示の一実施形態による、ロッカーアームを備えるトレーニング補助
器具の正面図である。
【００１５】
【図４】図4は、ロッカーアームのない、図3のトレーニング補助器具の分解側面図である
。
【００１６】
【図５】図5は、本開示の一実施形態による、角度付きロッカーアームを備えるトレーニ
ング補助器具の正面図である。
【００１７】
【図６】図6は、本開示の一実施形態による、ロッカーアーム及びアタッチメントを備え
るトレーニング補助器具の斜視図である。
【００１８】
【図７Ａ】図7Aは、本開示の一実施形態による、エンドキャップの正面図である。
【００１９】
【図７Ｂ】図7Bは、本開示の一実施形態による、エンドキャップの底面図である。
【００２０】
【図８Ａ】図8Aは、本開示の一実施形態による、ステークの正面図である。
【００２１】
【図８Ｂ】図8Bは、本開示の一実施形態による、ステークの平面図である。
【００２２】
【図８Ｃ】図8Cは、本開示の一実施形態による、ステークの斜視図である。
【００２３】
【図９】図9は、本開示の一実施形態による、トレーニング補助器具の正面図である。
【００２４】
【図１０】図10は、本開示の一実施形態による、拡張されたトレーニング補助器具の断面
図である。
【００２５】
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【図１１】図11は、本開示の一実施形態による、拡張されたトレーニング補助器具の平面
図である。
【００２６】
【図１２】図12は、本開示の一実施形態による、マルチレベルロッカーアームを備えるト
レーニング補助器具の正面図である。
【００２７】
【図１３】図13は、本開示の一実施形態による、アタッチメントを備える図10の拡張され
たトレーニング補助器具の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　可能な限り、同じ参照番号が、図面全体にわたって同じ部品を表すために用いられてい
る。
【００２９】
発明の詳細な説明
　図1-6を参照する。一実施形態において、ゴルフトレーニング補助器具100は、直立又は
高い位置にある標的111のための支持体を具備及び/又は提供する本体部110を備える。別
の実施形態において、ゴルフトレーニング補助器具100は、基礎部130(例えば、限定する
ものではないが、三脚132、ステーク(steak)154(図8)又はその組み合わせ)を備える。本
体部110は、表面に直接配置してもよく、又は、表面に配置した基礎部130によって支持し
てもよい。図1、3及び5に示す実施形態において、基礎部130は、三脚132を備える。三脚1
32は、本体部110の高さ135を(例えば、1から6フィートに)変化させる調節可能ポスト132a
を備える。
【００３０】
　図1-2を参照する。本体部110は、支持体116、第一ハウジング112及び第二ハウジング11
4を備える。例示的な実施形態において、支持体116は、第一ハウジング112及び第二ハウ
ジング114をサポートするための2つの直立ポスト117を備える。別の実施形態において、
追加の直立ポスト117を、支持体116に備えることができる。直立ポスト117としては、チ
ューブ、パイプ、ロッド、だぼ接合、第一ハウジング112及び/又は第二ハウジング114を
サポートするための任意の他の適切な部材又はその組み合わせを挙げることができる。例
えば、一実施形態において、支持体116は、第一ハウジング112に固定された2つの中空チ
ューブと、第二ハウジング114に固定された2つの中空チューブとを備える。別の実施形態
において、直立ポスト117は、第一ハウジング112及び/又は第二ハウジング114を通じて拡
張されたり(図2)、それらに取り付けられる(図4)。更なる実施形態において、直立ポスト
117の各々は、拡張可能セクション113及び固定セクション115を備える。直立ポスト117の
各々の拡張可能セクション113は、伸縮部、折畳部、任意の他の拡張可能若しくは格納式
部又はその組み合わせを備える。
【００３１】
　拡張可能セクション113は、拡張又は格納された位置においてロック部材160によって維
持される。ロック部材としては、クランプ、ピン、ネジ、戻り止め又は拡張可能セクショ
ン113において直立ポスト117の位置を維持することができる任意の他のロック部材を挙げ
ることができる。例えば、図1-2に示す実施形態において、ロック部材160は、ロック部材
160を締めたり緩めたりするためのねじ切部材161を備える。他の例では、図1-6に示すよ
うに、ロック部材160は、直立ポスト117の位置を維持するための戻り止め162を備えてい
てもよい。
【００３２】
　一実施形態として、保持部材701は、第二ハウジング114から第一ハウジング112の分離
を抑制又は排除するために、第一ハウジング112の直立ポスト117の少なくとも1つ、及び
、第二ハウジング114の直立ポスト117の1つの固定セクション115上に配置される。保持部
材701は、第一ハウジング112の直立ポスト117から第二ハウジング114の直立ポスト117の
長さに対応する。保持部材701の第一開口部は、第一ハウジング112から延在する直立ポス
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ト117の1つの固定セクション115を収容し、保持部材701の第二開口部は、第二ハウジング
114から延在する直立ポスト117の1つの固定セクション115を収容する。保持部材701は、
直立ポスト117上に配置されると、第二ハウジング114と関して第一ハウジング112の位置
を維持する。
【００３３】
　図3及び5を参照する。一実施形態において、第一ハウジング112又は第二ハウジング114
から延在する直立ポスト117のうちの少なくとも1つの固定セクション115は、基礎部130に
固定される。基礎部130に固定セクション115を固定することには、例えば、三脚132に固
定セクション115を挿入することが挙げられる。基礎部130に固定された固定セクション11
5は、本体部110を支持する。
【００３４】
　一実施形態として、固定セクション115を基礎部130に固定すると、標的111は、拡張可
能なセクション113及び/又は拡張可能セクション113によって支持されるロッカーアーム1
40に接続される。標的に又はその中にゴルフボールをチップショットするための適切な標
的としては、傘、ネット、柔らかい物、スコアリング又は類似の標的を挙げられるが、こ
れらに限定されるものではない。標的111は、着脱可能、調節可能及び/又は交換可能であ
ってもよい。一実施形態として、標的111は、調節可能ポスト132a、拡張可能セクション1
13及び/又はロッカーアーム140の配向を拡張又は格納することよって調節することができ
る。標的111の配置後、ゴルフトレーニング補助器具100は、ゴルフボールを打つ練習をす
るユーザーに垂直水平課題を提供する。例えば、ユーザーは、練習のために、他者との技
術ゲームとして、又は、楽しみのために、標的111でチップショットをしてもよい。
【００３５】
　図3及び5-6を参照する。ロッカーアーム140は、側方部142、少なくとも一つの交差部14
3及びティー取付部144を含む。側方部142は、中空チューブ、パイプ、シリンダ又は類似
の構造的素材であってもよい。一実施形態として、ティー取付部144は、側方部142を収容
するための開口部141と、1つの交差開口部145と、を備える。別の実施形態において、ロ
ッカーアーム140は、3つのティー取付部144(例えば、中間コネクター146、第一末端コネ
クター147及び第二末端コネクター148)を備える。ティー取付部144の各々の交差開口部14
5は、アッタチメント部位を交差部143又はプラグ149にもたらす。更なる実施形態におい
て、ロッカーアーム140は、ある角度で、側方部142及び/又は標的111をロッカーアーム14
0に接続するための角度付き取付部を備える。
【００３６】
　図12を参照する。他の一実施形態において、ロッカーアーム140は、交差部143のうちの
1つに取り付けられた2以上のセクションを備え、各セクションは、側方部142のうちの少
なくとも1つを備える。例えば、一実施形態において、ロッカーアーム140は、第一セクシ
ョン及び第二セクションを備え、各セクションは、少なくとも一つの交差取付部を備える
。各セクションの交差取付部を、交差部143のうちの1つの反対側の末端に固定して第一セ
クションを第二セクションに接続する。各セクションの交差取付部からの延在は、少なく
とも一つの側方部142であり、側方部142は、そこに固定されたティー取付部144、角度付
き取付部及び/又は標的111を備える。ロッカーアーム140は、また、第一セクション及び/
又は第二セクションの交差取付部及び/又はティー取付部144から延在する追加の交差部14
3を備えていてもよい。
【００３７】
　図3、5、6、及び12に示すように、ロッカーアーム140を支持するために、ロッカーアー
ム140の側方部142は、第一ハウジング112及び第二ハウジング114の直立ポスト117の拡張
可能セクション113間に位置する。例えば、一実施形態において、第一末端コネクター147
から中間コネクター146に延在する側方部142のセクションは、第一ハウジング112の2つの
直立ポスト117間に位置し、中間コネクター146から第二末端コネクター148に延在する側
方部142のセクションは、第二ハウジング114の2つの直立ポスト117間に位置する。側方部
142の外径は、2つの直立ポスト117間に位置する側方部142の摺動及び/又は回転を可能に
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する一方で、ティー取付部144のより大きな外径は、2つの直立ポスト117を通じてティー
取付部144の摺動を抑制又は排除する。
【００３８】
　一実施形態として、交差部143は、ティー取付部144の1つ(例えば、中間コネクター146
を形成するティー取付部144)に接続される。別の実施形態において、交差部143のうちの
二以上は、対応する数のティー取付部144に接続される。例えば、交差部143のうちの2つ
は、ティー取付部144のうちの2つに交差開口部145を取り付けた。交差部143のうちの1又
は複数は、それに一体的に又は着脱可能に固定した標的111を備える。
【００３９】
　第一ハウジング112及び第二ハウジング114の2つの直立ポスト117間にロッカーアーム14
0を配置した後、側方部142の摺動又は回転は、ロッカーアーム140の任意の適切な配向を
提供する。例えば、図3に示すように、側方部142は、2つの拡張可能チューブ116に対して
垂直又は実質的に垂直(例えば、x-方向)であり、2つの拡張可能チューブ116と平行又は実
質的に平行(例えば、y-方向)となるように配向される。他の例において、図5に示すよう
に、側方部142は、2つの拡張可能チューブ116に対してある角度(限定するものではないが
約45度)で配向される。一実施形態として、第一末端コネクター147又は第二末端コネクタ
ー148の開口部145におけるプラグ149は、ロッカーアーム140の角度を止めるために提供さ
れる。他の実施形態において、図6に示すように、2つの拡張可能なチューブ116間の側方
部142の回転は、交差部143を回転させて、交差部143の任意の適切な(例えば、z-方向の)
回転位置を提供する。
【００４０】
　一実施形態として、ティー取付部144のうちの少なくとも1つは、側方部142及び/又は他
のティー取付部144から独立して回動可能であり、交差開口部145の各々に対して可変回転
位置を提供する。例えば、他の一実施形態において、3つのティー取付部144の交差開口部
145は、互いに一直線に並べられる又は実質的に一直線に並べられる。他の例では、第一
末端コネクター147及び中間のコネクター146の交差開口部145は、一直線に並べられ、第
二末端コネクター148の交差開口部145は、他の交差開口部145に対して90度回転している
。
【００４１】
　一旦ロッカーアーム140が配向されると、側方部142の回転及び/又は摺動を通じて、キ
ャップ150が、第一ハウジング112及び第二ハウジング114の各々の直立ポスト117上に配置
される。キャップ150は、エンドキャップ152(図7A、7B)、ステーク154(図8A、8B、8C)、
第一ハウジング112又は第二ハウジング114の直立ポスト117に配置するための任意の他の
物品又はその組み合わせを備えていてもよい。一実施形態として、ステーク154は、第一
ハウジング112又は第二ハウジング114の2つの直立ポスト117の中に挿入され、直立ポスト
117に圧力を加える。直立ポスト117に加えられた圧力は、直立ポスト117を互いの方向に
迫らせ、直立ポスト117間に配置した側方部142に圧力を加える。側方部142に加えられた
圧力は、本体部110に対するロッカーアーム140の配向を維持する。
【００４２】
　図7A-8Cに示すように、キャップ150は、収容部155を備える。図7A-8Bを参照する。一実
施形態において、収容部155は、第一ハウジング112及び/又は第二ハウジング114の直立ポ
スト117を収容するように構成されている。収容部155内への直立ポスト117の挿入は、圧
力を側方部142に加えてロッカーアーム140の配向を維持する。別の実施形態において、収
容部155は、直立ポスト117及び追加の物品(例えばステーク154、標的111及び/又は標的支
持体)を収容する。図6を参照する。例えば、エンドキャップ152は、それを通じて延在し
ている、第一側面における直立ポスト117及び第一側面の反対側の第二側面におけるステ
ーク154を収容するための平行開口部を備える。更なる実施形態において、キャップ150は
、直立ポスト117を収容するための平行セクション及び追加の物品を収容するための交差
部を具備する開口部を備えてもよい。例えば、開口部は、「Y」形状、「T」形状又は直立
ポスト117に対してある角度で追加の物品を収容する任意の他の形状を形成することがで
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きる。
【００４３】
　あるいは、図6及び8Cに示すように、ステーク154の収容部155は、直立ポスト117と別の
追加の物品を収容するように構成されている。例えば、ステーク154は、直立ポスト117と
は別の収容部155を提供するために、2つの直立ポスト117又はエンドキャップ152に挿入し
てもよい。直立ポスト117とは別の追加の物品を収容するように構成された収容部155は、
開口部を備え、この開口部は、それに標的111を固定するための任意の配向を有する。開
口部の配向として、例えば、直立ポスト117に対して垂直、平行及び/又は角度が付いたも
のが挙げられる。例えば、収容部155は、ステーク154上に「X」を形成する交差開口部を
備えてもよい。
【００４４】
　図9-11を参照する。一実施形態において、標的111は、第一ハウジング112及び第二ハウ
ジング114に接続したネット901を備える。例えば、他の一実施形態において、ネット901
は、第一ハウジング112の中に、第二ハウジング114の中に、又は、部分的に第一ハウジン
グ112及び第二ハウジング114の各々の中に収納される格納式ネットを備える。更なる実施
形態において、格納式ネットは、それに取り付けられた格納機構(限定するものではない
が、それに取り付けられたスプリングを備えるスプール又はシリンダ)に取り付けられる
。スプリングは、回転力をスプールに加え、収縮力を格納式ネットに加える。収縮力は、
格納式ネットのたるみを抑制し、及び/又は、第一ハウジング112及び/又は第二ハウジン
グ114内に格納式ネットを格納する。例えば、一実施形態において、第一ハウジング112か
ら第二ハウジング114の距離を増やすことによって、スプールから格納式ネットがほどけ
て、露出する格納式ネットの量が増える。格納式ネットをほどくことによって、スプール
に取り付けたスプリングが締められ、収縮力が増加して格納式ネットの露出部におけるた
るみが減少する。第一ハウジング112から第二ハウジング114の距離が減少すると、収縮力
がスプールを戻して格納式ネットを格納する。
【００４５】
　本体部110を支持するために、ネット901が露出すると、第一ハウジング112及び第二ハ
ウジング114の直立ポスト117の拡張可能セクション113又は固定セクション115は、基礎部
130によって支持される。一実施形態として、基礎部130は、ステーク154のうちの2つを備
える。別の実施形態において、ステーク154は、表面に固定された(例えば、地面に挿入さ
れた)後に、ステーク154の回転を抑制又は排除するために、少なくとも2つのステーク部
材を備える。ステーク154は、互いから任意の適切な距離で表面に固定され、次に、第一
ハウジング112の直立ポスト117は、ステーク154の1つに挿入され、そして、第二ハウジン
グ114の直立ポスト117は、他のステーク154に挿入される。ステーク154に直立ポスト117
を挿入するために、第一ハウジング112及び第二ハウジング114を分離して、ステーク154
間の距離に対応するネット901の一部を露出させる。別の実施形態において、直立ポスト1
17の拡張可能セクション113は、本体部110を支持するために、地面に少なくとも部分的に
挿入される。
【００４６】
　ネット901の露出部は、バリアを提供するものであり、このバリアは、それを通じて又
はそれの下でゴルフボールを打つユーザーに提供される。例えば、ユーザーは、ネット90
1上にゴルフボールを打つことによってチップショットを練習することができる、ネット9
01下でゴルフボールを打つことによってパンチショットを練習することができる、ネット
901を伴う技術ゲームをすることができる、又は、その組み合わせを行なうことができる
。一実施形態において、追加の標的111をネット901に固定して、ネット901の露出部に更
なる識別が提供される。例えば、細長部材が格納式ネットに固定され、そこから延在して
、ユーザーがゴルフボールを打つ練習をする水平空間を規定する外側バリアを形成するこ
とができる。
【００４７】
　一実施形態として、第一ハウジング112から第二ハウジング114の距離を(例えば、ステ
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やしたり減らしたりする。露出するネット901の量は、任意の適切な距離、例えば、最大8
フィート、最大6フィート、最大4フィート又は任意の組み合わせ、部分的な組合せ、範囲
若しくはその部分的な範囲を含むが、限定されるものではない。別の実施形態において、
直立ポスト117の拡張可能セクション113が基礎部130によって支持されると、ネット901の
高さは可変的であり、限定するものではないが、例えば約1フィートから約8フィートの高
さを提供する。更なる実施形態において、ネット901の高さを調節することには、第一ハ
ウジング112及び/又は第二ハウジング114の高さを増減するために拡張可能セクション113
を拡張又は格納させることが含まれる。一実施形態として、本体部110は、第一ハウジン
グ112、第二ハウジング114及び/又はネット901の高さを測定するための少なくとも一つの
一体型メジャーテープ902を備える。例えば、図9に示すように、本体部110は、2つの一体
型メジャーテープ902を備え、一方は第一ハウジング112に固定され、他方は第二ハウジン
グ114の直立ポスト117の1つに固定される。露出するネット901の量及び/又はネット901の
高さを調節することによって、異なるバリアサイズを複数提供してショットの難易度を上
げたり下げたりする。
【００４８】
　あるいは、図13に示すように、直立ポスト117の固定セクション115は、基礎部130によ
って支持され、ネット901の高さを一定にする。一実施形態として、標的111の少なくとも
1つは、直立ポスト117に固定される一方で、ネット901は露出する。例えば、図13に示す
ように、複数ネットは、直立ポスト117に配置されるステーク154に取り付けられる。他の
例では、ネット901は、露出し、ロッカーアーム140は、直立ポスト117によって支持され
、そして、標的111の少なくとも1つは、直立ポスト117及び/又はロッカーアーム140に固
定される。
【００４９】
　本発明は、好適な実施形態に関して記載されている一方で、本発明の範囲内において、
様々な変更を為し得ることができ、そして、その要素を等価物と置換し得ることは、当業
者は理解している。加えて、多くの修正を行い、その必須範囲を逸脱しない範囲で、特定
の状態又は材料を本発明の教示に適応させてもよい。従って、本発明は、本発明を実行す
るのに予想される最良の形態として開示される具体的な実施形態に限定されず、本発明は
、添付の特許請求の範囲内の全ての実施形態を含むことが意図される。
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